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１４ 御剱八幡宮のムクノキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内では最も太いムクノキの一つである。 本殿と土塀の狭

い隙間から突き出す幹は途中で折れて大きな穴があき異様な

樹形をしている。この穴は、大昔の落雷によるものとの言い伝

えがある。秋には、１ｃｍ前後の卵型で黒く熟した甘みのある

果実を着ける。 

ムクノキ（ニレ科） 

樹高 ８.７ｍ 

幹周 ３.４ｍ 

所在地 錦城町２２７ 

所有者 御剱八幡宮 

２０１０．６．７撮影  

根元の様子 ２０１０．６．７撮影 

冬の樹形 

２０１０．２．８撮影  

花 ２０１０．４．２６撮影


